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およそ250万年前のサル化石

コ口ブスE科の頭蓋骨

井上久美子氏撮影

(神奈川県立歴史博物館)

広谷浩子(当館学芸員)

1991年末に丹沢山地東麓の神奈川 見されたのです。しかもこの化石は

県愛川町の中津層群より 1頭のサル 歯や顔面がニホンザルとは全く違う

の頭骨化石が発見されました。見つ 形をしており、現在のアフリカやア

かった地層の時代から、今からおよ ジアに生息し、主として葉を食べて

そ250万年前の日本最古のサルであ いるサルのグループ(コロブス亜科)

ることがわかりました。これまで日 に属することがわかりました。いっ

本で発見されていたサルの化石は、現 たい中津層群から発見されたこのサ

在のニホンザルの先祖にあたるもの ルはどこからきて、どこへ行ってし

で、時代もおよそ20から30万年前と まったのでしょうか。そして当時の

いうものでした。これを一挙に 200万 日本列島とはどんなところだったの

年もさかのぼる古い時代の化石が発 でしょうか。
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